
学校評価【教職員】についての考察                    回答数 49/49（100％）  202601 

 

１ 肯定的な回答が８割を超えている項目については、今年度の取組を継続及び改善しながら進めていく。 

   

（1）学校運営について（質問項目３） 

 
 

（2）教育課程等について（４～７） 

 

 
 

（3）個別の指導計画について（８～９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）生徒指導について（10～13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）安全指導について（14～16） 

 

 

 

 

 

 

（6）進路指導について（17～19） 

 

 

 

 

 

 



（7）研究について（20） 

 

 

 

 

（8）ICT活用について（21） 

 

 

 

 

 

 

（9）職場づくりについて（22~23） 

 
 

（10）服務について（24～25） 

 

 

 

 

（10）PTAについて（26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（11）情報発信について（27） 

 

 

 

 

 

 

 

（12）事務手続きについて（28） 

 

 

 

 

（13）自由記述について（29） 

意 見 キーワード 回 答 

・特にありません。×２   

・タブレットがＩＣＴ教育に役立っている

ことは理解できるが、休み時間等のタブ

レットの使い方がひどい。教職員の間で

も使い方に温度差があり、注意する先生

と注意しない先生がいて、教職員の足並

みが整っていない現状。どこかの国のよ

うに授業時間以外の使用は一切認めな

いぐらいの徹底したやり方も必要と感

じる。先生たちの対応が甘いと痛感して

いる。 

・iPadに関する約束 

・休み時間の過ごし方 

 

・iPadの使用については、校内で定めたル

ールがある。生徒及び職員間でも共有し

ていく。 

・登校から朝の会までの時間と同様に、休

み時間、放課後の過ごし方について、学

校全体で統一した指導に努めていく。 

・町内会の方々や地域の方々と接する機会

を継続して取り組むことで、生徒の理解

や地域としての見守り、生徒が社会へ出

るまでにたくさんの経験が出来て良い

活動と感じています。 

・地域資源の活用 ・地域とつながりをもった活動を充実、持

続できるよう努めていく。 

 

 

 



２ 肯定的な回答が８割に満たない項目について考察を行う。 ※（ ）内は昨年度の割合 

今後、回答結果及び考察を踏まえ、次年度の各計画づくりに生かしていく。 

 

 

 

 

 

３ 昨年度と比べて、肯定的な回答が８割を超えた項目について考察を行う。 ※（ ）内は昨年度の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定回答 71.5％（62.5％） 

個別の指導計画（通知表）の評価について、

昨年度子どもの様子が分かる記載をお願いした

いという保護者の要望があった。評価の書き方

について、研修する必要がある。（教務部） 

肯定回答 93.9％（66.7％） 

企業と特別支援学校の皆さんとの交流会や地

域と連携した学校祭の取組が評価された。ま

た、校外学習や現場実習、外部講師授業等を例

示したことにより、肯定的な回答が増加した。 

肯定回答 95.9％（79.2％） 

学校便りやホームページ（旭高支日誌）等で

情報発信を行っている。学校運営協議会と連携

して、地域にも情報発信をしており、この取組

を継続していく。 

肯定回答 89.8％（79.2％） 

生徒に対する個別の進路指導や保護者への説

明の丁寧さが評価されている。また、進路変更

のケースについて柔軟かつ迅速な対応が評価さ

れている。（学級・学年、進路・相談支援部） 

（進路・相談支援部） 


